
 
 
 
平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 

 当第1四半期における業績につきましては、売上高で11億3千３百万円（前年同期比8.9％増）となりました。営業利益及び
経常利益につきましては、それぞれ５千３百万円（前年同期比８．６％増）、５千２百万円（前年同期比２６．０％増）と増加い
たしました。 
 また、当第1四半期において特別損失として投資有価証券の減損損失５千１百万円と資産除去債務３百万円の計上を行
ったことにより６百万円の純損失となりました。 
 この特別損失を計上したことによる影響により、平成２２年５月7日付の当社「平成２３年３月期決算短信（非連結）」でお知
らせいたしました平成２３年３月期（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）の第２四半期累計期間及び通期の業績予想
を修正いたします。 
 
 当社の第２四半期以降における業績につきましては、改良品及び新規品の売上貢献などにより経常利益の段階までに
おいては、順調に推移するものと予想いたしておりますが、純利益の段階におきましては、上記の特別損失計上の影響に
より平成２２年５月7日付の当社「平成２３年３月期決算短信（非連結）」での予想を下回る見込みです。 
 この結果、第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高では２１億２千万円、営業利益では９千万円、経常利益で
は８千２百万円、四半期当期純利益では１千万円となる見込みです。 
 また、通期の業績予想におきましても、上記の影響により売上高では４２億６千万円、営業利益では１億７千万円、経常
利益では１億5千万円、当期純利益につきましては、４千９百万円となる見込みです。 
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特別損失の発生及び個別業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、下記のとおり当第１四半期会計期間において特別損失を計上することとなりましたので、お知ら
せするとともに、平成２２年５月7日付の当社「平成２２年３月期決算短信（非連結）」で発表いたしました平成
２３年３月期（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）の第２四半期累計期間及び通期の業績予想を修
正いたしましたので下記のとおりお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,056 69 61 29 6.51

今回発表予想(B) 2,120 90 82 10 2.25

増減額(B-A) 64 21 21 △19

増減率(%) 3.1 30.4 34.4 △65.5

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

2,001 66 54 15 3.55

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,176 162 143 71 15.94

今回発表予想(B) 4,260 170 150 49 11.00

増減額(B-A) 84 8 7 △22

増減率(%) 2.0 4.9 4.5 △31.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

4,215 208 186 101 22.77



 今後も臨床検査薬市場は厳しい環境にあり、価格競争をはじめとした企業間競争など更に激しさを増すものと予想いたし
ております。当社におきましては、今後も業績の拡大を目指し経営の合理化と効率化及び効率的な設備投資と経費の使用
に努めてまいります。研究開発面におきましても自社研究と共同開発研究を積極的に展開し成果を着実にあげてまいりま
す。 

以 上


